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 お客様の人生に豊かさを、 

  こころに安心とゆとりを。 
  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                        

4月末から5月初旬にかけて政府・日銀が実施した円買い介入は、累計で約10兆円規模に達し、史上2番目の大きさと

なりました。しかし、その効果は極めて限定的でした。4月30日に160.72円まで円安が進んだ後、介入によって一時155

円台まで戻ったものの、5月下旬には再び159円前後（5月29日1ドル159.35円）へ逆戻りしています。介入効果は、10兆

円投じて1円程度なのです。市場は、もはや為替介入そのものを「トレンドを変える力」とは見なしていません。                                   

今回の動きが示したのは、為替レートは構造要因で決まり、短期的な資金投入では流れを変えられないという厳しい現

実です。実質実効為替レート（REER）は歴史的低水準にあり、現在の円安はむしろ日本の相対的な競争力低下を反映

した“妥当な水準”と市場は判断しています。にもかかわらず、政府・財務省は「介入すれば市場は驚き、円安は止まる」

という旧来の発想に固執しているように見えます。                                                   
市場は、今回のような大規模介入を「構造改革を避けるための時間稼ぎ」と受け止め、逆に円売りで対抗する動きすら

強めています。10兆円を投じても1カ月後にはほぼ元の水準に戻った事実は、介入の限界を如実に示しています。                                                                         
必要なのは、規制改革、構造改革、財政再建、企業競争力の強化、官の関与縮小といった、国力を底上げする本質的

な政策です。為替は国の体力を映す鏡であり、小手先の介入では決して強くなりません。政府は、為替レートを「操作す

る対象」ではなく、「国の実力が反映される結果」として捉え直すべき時期に来ています。 
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自分の収入内で生活している人は、たと

え小さくとも継続的な蓄積によって、日に

日によくなっていく彼の境遇に、当然満足

する。彼は、安楽と享受のこの徐々の増

大を、前にはそれらの欠如に伴う苦難を

感じていたために、二重の満足を感じる。 

『道徳感情論』アダム・スミス 

 

日経平均 

 ＮＹダウ 

  米ドル 

（4月末比） （5月末） 

66,329.50円 

159.35円 

51,032.46.pt 

+7,044.58円 

(+11.88%) 

びとうファイナンシャルサービス 

+2.65円  

(+1.69%) 

+1,380.32pt  

(+2.78%) 

 ギリシャ・ローマの哲学は大いに参考になる！ 

ギリシャ、ローマ時代のストア派哲学について紹介されていた書籍が

ありましたので、そのエッセンスを紹介しましょう。マルクス・アウレリ

ウス、セネカ、エピクテトスらが、ストア派哲学者とされます。彼らの

思想に従えば、実際的な諸問題、意思決定、時間管理、逆境への立

ち向かい方などで、ずいぶんよい生き方ができるように感じます。 

1.ストア派の哲学は、マルクス・アウレリウスの「自省録」、セネカの

「ダイアローグ」、エピクテトスの「人生談義」に述べられている                     

2.自分がコントロールできるものとできないものをはっきり区別する                                                                                                                        

3.最悪の事態に備える                                                                                 

4.問題は、意味のあること、教訓、上達の機会として歓迎すべき                              

5.時間が足りないのではなく、時間を無駄にしている                                               

6.マルチ・タスクではなく、ひとつの仕事に集中せよ                                                      

7.過ぎたこと、これからのことを憂うのではなく、目の前のことに集中

せよ                                                                                                        

8.よい意思決定は、あらゆる人に恩恵をもたらす                                          

9.問題に対処するには、一歩引いて考えることで、感情を排除できる

10.良い習慣を身につけることだけが、よい人間をつくる                                

11.後ろ向き、悲観的思考は除けろ                                                            

12.深呼吸して、行動する前によく考えることが、なりたい自分を作る 

いかがですか。ギリシャ・ローマ時代の思想が、今の時代に驚くほど

応用できると思いませんか。 

The Stoic Leader-Ancient Lessons to Succeed in Business  

 政治家、役人は、国が為替レートを動かせると勘違いするな！ 
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あなたの資産運用を成功に導くメルマガ！    

お申し込みは http://www.bfsc.jp/mailmagazine/ 
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この書には、仕事をする上でのノウハウが満載です。私

がこれまで心がけていることが多いのですが、あらためて

再認識させます。そのエッセンスを紹介しましょう。                                     

・時間はもっとも貴重な資源だが、多くの人は、SNS、雑

務、無駄な会議などで、無自覚に浪費している。「本当に

やりたいこと」との距離がどんどん広がっている。米国で

は会議の16%が「無駄」とされ、年間2,000億ドルの損失

になっている。                                       

マイナス影響になること：                     

・本来の仕事の質が下がる。                         

・昇進やチャンスを逃す                          

・職場全体の生産性が落ちる。                          

・残業になったりして、プライベートの時間が食われる 

著者はこう強調する。                           

お金や物は取り戻せるが、時間だけは二度と戻らない。

中身の濃い仕事をするには、優先順位付け・目標設定・

集中環境づくり・休息・柔軟性 といった基本スキルを身に

つけることが大事。成果を出す人は、明確な目的意識を

持っている。                                   

・集中できる専用スペースを持つ                              

・照明・温度・騒音などを最適化                          
・整理整頓し個人的なアイテムで適度にパーソナライズ 

・休憩を適切に取り、ワークライフバランスを守る 

ある研究によれば、ワークスペースの個人化で生産性が

32%向上、植物を置くだけで生産性が15%も向上する。                                 

 

こうすれば、よい仕事が気持ちよくできるようになる！  

よい仕事をするための具体的な方策：                     

・深い集中時間を皆で共有し、連絡不可の時間を明確化                                              

・デバイスの「おやすみモード」やサイトブロッカーを活用               

・ひとつの仕事に集中する                                                                   

・物理的な遮断-ドアを閉める,ヘッドホン                       

・通知オフ、メール整理、ファイル整理            

・“緊急”の見極めと適切な対応 

自分に合うルーティンをつくり、継続的な集中を実現する

高い成果を出す人は、長時間の深い集中を継続できる仕

組みを持っている。仕事の仕方をパーソナライズする                                         

・自分のエネルギーの波を理解する                       

・時間ブロックで作業を分割            

・25分集中＋5分休憩法を活用                 

・ルーティンは「構造」と「柔軟性」のバランスが重要 

メールなど1回の中断で、元の集中状態に戻るには23分

かかる。                                      

・ルーティンは「構造」と「柔軟性」のバランスが重要 

要は、主体性をもって、計画的に、もっとも仕事がうまく進

むように、常に心掛けるということです。そうすると、仕事

の能率、さらには質がアップし、得られる成果が多くなると

いうよいサイクルになります。私もこのようなことで心掛け

ているのですが、知らず知らずに、他のことをしていると

いうことがよくあります。仕事をする上では、常にこのよう

なことを意識していることが大事です。 

Wait, You Need It When? 

The essential guide to Time Management, Productivity, 

and Powerful Habits That get Things Done  
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携帯 : 070-5567-3311 
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●大切なお金を間違いない方法で運用しているのか、心配になることはありま
せんか。 

●退職後のセカンドライフを、お金の心配なく、ゆとりを持ってお過ごしですか。 

●仕事が忙しくて、なかなか運用まで手が回らないということはありませんか。 

●銀行や証券会社が勧めるままに、株や投資信託を購入していませんか。 

 

金融商品の中身や手数料がどうなっているか、きちんと把握していますか。 

びとうファイナンシャルサービスは、金融機関から完全独立のFP・資産運用ア
ドバイザーです。その強みを生かし、お客様に、客観的で、公正・中立なアドバ
イスを提供しています。手数料が高く売りやすい商品を売るのではなく、お客
様にもっとも適した金融商品やお客様にベストのアドバイスを提供しています。 
 
びとうファイナンシャルサービスは、お客様の目標や夢の実現のため、４０年を
超える長い経験と深い専門知識、高い倫理観をもとに、お客様の利益のみに
目を向けたサービスを提供しています。たとえるなら、多くのお客様の人生とい
う航海で、無事に目的地に到着する大型客船であり、いつもお客様の資産運
用という面で健康管理をするホームドクターです。 びとうファイナンシャルサービス   

代表  尾藤 峰男 

公認投資助言者（RIA） 
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